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編
集
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総
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発
行
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今
月
の
題
字

町の人口と世帯数
平成26年８月31日
（前年同月比較）

（住民基本台帳）
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広島県安芸郡熊野町中溝一丁目
1番

1号
　☎
（０８２）８２０

‒５６０１（
直
通
）

広
報
く
ま
の
は
１
部
30円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:somu@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,853人� （－53）
　　男：12,074人� （－36）
　　女：12,779人� （－17）
世帯数：10,532世帯� （＋86）

（301）

ムラサキホウキタケ
（シロソウメンタケ科）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

【
酒
ま
つ
り
】

　

銘
醸
地
、
東
広
島
市
西
条
な

ら
で
は
の
お
酒
を
テ
ー
マ
と
し
た

お
祭
り
。
全
国
各
地
約
900
銘
柄

の
地
酒
が
試
飲
で
き
る
酒
ひ
ろ
ば

（
有
料
）
や
、
東
広
島
の
名
物

料
理
・
美
酒
鍋
を
堪
能
で
き
る

会
場
の
ほ
か
、
酒
蔵
通
り
周
辺

で
は
各
蔵
元
に
よ
る
趣
向
を
凝

ら
し
た
酒
蔵
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

開
催
さ
れ
る
。

時
10
月
11
日
㈯
～
10
月
12
日
㈰

所
Ｊ
Ｒ
西
条
駅
周
辺

（
公
社
）
東
広
島
市
観
光
協

会
酒
ま
つ
り
実
行
委
員
会

082
‐
420
‐
０
３
３
０

（
商
工
観
光
課
）

　

最
も
美
し
い
キ
ノ
コ
の
一
つ
。

ま
る
で
サ
ン
ゴ
の
よ
う
で
す
。

全
体
が
紫
色
で
ホ
ウ
キ
タ
ケ
型

な
の
で
、
和
名
は
紫
箒
茸
。

　

写
真
は
、
98
年
10
月
に
城
山

の
麓
で
撮
り
ま
し
た
。
特
に
珍

し
い
キ
ノ
コ
で
は
な
い
の
で
す

が
、
そ
の
後
試
食
の
機
会
が
な

く
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
比
和
町
の
吾
妻
山

で
出
会
い
、
初
め
て
食
べ
て
み

ま
し
た
。
色
や
形
を
楽
し
み
た

か
っ
た
の
で
、
お
吸
い
物
に
し

ま
し
た
。
も
ろ
く
て
壊
れ
や
す

い
キ
ノ
コ
で
す
が
、
煮
る
と
や

や
弾
力
も
出
て
、
な
か
な
か
の

味
わ
い
で
し
た
。
さ
っ
と
茹
で

て
、
辛
子
和
え
や
酢
の
物
な
ど

に
も
良
い
そ
う
で
す
。

　

淡
紫
色
～
紫
色
で
す
。
色
は

生
長
に
つ
れ
褪
せ
て
い
き
ま
す
。

根
元
か
ら
細
い
枝
を
分
け
、
高

さ
５
㎝
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
秋
、

林
内
の
地
面
に
生
え
、
し
ば
し

ば
群
生
し
ま
す
。
世
界
に
広
く

分
布
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
本
で
は
、
ホ
ウ
キ
タ

ケ
科
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
最
近
は
シ
ロ
ソ
ウ

メ
ン
タ
ケ
科
と
し
て
独
立
し
て

い
ま
す
。
ホ
ウ
キ
タ
ケ
科
は
胞

子
紋
が
褐
色
、
シ
ロ
ソ
ウ
メ
ン

タ
ケ
科
は
胞
子
紋
が
白
色
で
す
。

　

胞
子
は
、
キ
ノ
コ
な
ど
の
生

殖
の
た
め
の
細
胞
で
す
。
無
数

の
胞
子
が
堆
積
し
て
現
す
胞
子

の
色
を
胞
子
紋
と
言
い
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
の
形
だ
け
で
な
く
、

顕
微
鏡
観
察
に
よ
る
胞
子
の
色

や
形
、
胞
子
紋
な
ど
様
々
な
基

準
で
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
キ
ノ

コ
の
世
界
は
複
雑
で
難
解
で
す
。

【
写
真
・
文
】

　

緑
花
文
化
士　

冨
沢
由
美
子

熊
野
高
等
学
校
３
年

亀
山　

由
里
菜
さ
ん

【
評
】平
安
時
代
の
仮
名「
中

務
集
」
の
臨
書
作
品
で
す
。

テ
ン
ポ
と
歯
切
れ
の
良
い

古
筆
の
特
徴
を
よ
く
理
解

し
、
張
り
の
あ
る
運
筆
で

書
き
上
げ
ま
し
た
。「
ふ
れ

あ
い
書
道
展
」
で
熊
野
町

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
評
】
タ
イ
ト
ル
「
私
Ａ
」

髪
の
描
画
ス
タ
イ
ル
を
一

束
ず
つ
変
化
さ
せ
、
目
を
細

か
く
描
き
込
ん
だ
り
と
見

た
人
の
印
象
に
残
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。
構
成
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
描
画

の
ス
タ
イ
ル
、
完
成
度
の
高

さ
の
３
点
が
高
く
評
価
さ

れ
、
第
４
回
高
校
生
デ
ッ
サ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲　

熊
野
高
等
学
校　

３
年　

井
ノ
下　

千
夏
さ
ん

▲　

熊
野
高
等
学
校　

３
年　

三
木　

ひ
な
の
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り

取
っ

て
、

電
話

機
な

ど
に

貼
っ

て
お

使
い

下
さ

い
。


